
（A4 判縦長・横書） 
平成○年○月○日 

個 人 調 査 書（記載例） 
 
（様式第１号） 
 （任用せんとする職名）教授 
 （担当せんとする科目）○○論文指導 

 
ふりがな 
氏 名 

××  ××    ××  ×× 
○ ○  ○ ○ 

生年月日 昭和○年○月○日 本務の勤務先 大阪市立大学 職名 助教授

学位称号 博士（○学） 
（○○大学）

兼務のある場合
の勤務先

 職名  

本 籍 ○○県 
現住所 ○○県○○市○○町○○－○ 

学 歴 

昭和○年 3月 ○○県立○○高等学校卒業 
昭和○年 4月 ○○大学○○学部○○学科入学 
昭和○年 3月 ○○大学○○学部○○学科卒業 
昭和○年 4月 ○○大学大学院○○研究科前期博士課程（○○学専攻）入学 
（昭和○年○月～昭和○年○月 文部省派遣留学生として○○国○○大学に留学） 
昭和○年 3月 ○○大学大学院○○研究科前期博士課程（○○学専攻）修了 
昭和○年 4月 ○○大学大学院○○研究科後期博士課程（○○学専攻）進学 
昭和○年 3月 ○○大学大学院○○研究科後期博士課程（○○学専攻）単位修得退学 
昭和○年○月 ○○大学○○学部研修員（平成○年○月まで） 
平成○年○月 博士（○学）（○○大学）の学位取得

職 歴 

昭和○年○月 学術振興会特別研究員 （平成○年○月まで） 
平成○年○月 ○○大学○○学部非常勤講師（平成○年○月まで） 
平成○年○月 ○○大学○○学部助手 
平成○年○月 大阪市立大学文学部講師 
（平成○年○月～平成○年○月 ○○国（○○大学）へ出張（学術振興会特別研究員）） 
平成○年○月 大阪市立大学文学部助教授 
（平成○年○月～平成○年○月 市立大学在外研究員として○○国へ出張） 
平成13年 4月 大阪市立大学大学院文学研究科助教授 現在に至る

学界ならび
に社会にお
ける活動 

○○学会（評議員：平成○年度～平成○年度、副会長：平成○年度～平成○年度）、○○学会（編集委員：平成
○年度～平成○年度）、○○学会、○○研究会、の各会員 

著 
書 

発行年月 著    書    名 発 行 所 数
  

2 冊
(1) 平成○年○月 
(2) 平成○年○月 

○○研究入門（△△・××と共著、全○章中第○章執筆） 
○○学研究（○頁）（学位論文）

○○書店 
○○出版社 

訳 
書 

発行年月 訳    書    名 発 行 所 数
な     し  ０冊

論 
 
 
文 

発行年月 誌名（巻号） 論 文 題 目 発 行 所 数
(1) 平成○年○月 
(2) 平成○年○月 

○○学研究 第○巻第○号 
人文研究 第○巻第○分冊 

○○○○の一考察 ○－○頁 
○○○○について ○－○頁 

○○学会 
大阪市立大学文学部

26篇

(24)平成○年○月 ○○研究 第○号 ○○○をめぐって ○－○頁 ○○研究会 
(25)平成○年○月 
(26)平成○年○月 

○○ Studies 第○号 
人文研究 第○巻第○分冊 

An essay on ○○○ ○－○頁 
○○と○○ ○－○頁 

○○ Society 
大阪市立大学大学院
文学研究科 

学 
会 
発 
表 

発表年月 学 会 名 題   目 場   所 数
(1) 昭和○年○月 ○○学会第○回大会 ○○○○の一考察 ○○大学 

21 件
(21)平成○年○月 ○○研究会夏期セミナー ○○○○について ○○会館 

そ 
 
 
 
の 
 
 
 
他 

年  月 誌名（巻号）その他 題   目 発行所その他 数
(1) 昭和○年○月 
(2) 平成○年○月 

○○○○ 第○号 
平成○年度科学研究費補助金
（○○研究Ｂ）研究成果報告書

○○○○について 
○○○○に関する基礎的研究 

○○学会 
（研究代表者：○○○
○） 

29 件

(3) 平成○年○月 ○○編『○○研究』平成○年度
科学研究費補助金（総合研究
Ａ）研究成果報告書 
 

○○○○小論 
 
 

○○書店 
 
 
 

(27) 平成○年○月 

（(28) 平成○年○
月出版予定） 
（(29) 平成○年○
月出版予定） 

○○学研究 第○号 
 
人文研究 第○巻第○分冊 
 
○○○○ 
 

書評 ○○著『○○○○』 
 
○○○○試論 

○○学会 
 
大阪市立大学大学院
文学研究科 
○○出版社 
 

 


